
１

石川県輪島市の(株)奥能登元気プロジェクトは、農林漁業者の未利用な資源を使って商品開発を行い、農林漁業者の

所得確保と障害者の工賃確保に取り組んでいる。

所在地：石川県輪島市
団体名：㈱奥能登元気プロジェクト
選定表彰：福祉未来価値創造大賞2020

ソーシャルビジネスモデル部門 金賞

主力商品：レトルトカレー、入浴材、

除菌スプレー

基本情報
取組の概要

取組の成果体制図

所在地▶石川県輪島市里町1字6番地1

連絡先▶TEL:0768-34-1350 E-mail:ogp-2@ca1.wannet.jp

ウェブサイト▶https://okunoto-genki.com/

〇障害福祉サービス事業所から農家への作業者派遣や、農林漁
業者の未利用な規格外農林水産物を活用した商品を開発し、事
業所で製造して、地域の道の駅や観光地等で販売を行う。
〇障害者は、田植えや野菜の定植、ほ場の除草などの農作業のほ
か、商品の具材カットや煮込みの加工作業を行うなど、通年の労働
を確保。

〇障害者の雇用創出と農林漁業者の所得
増加
〇商品が増えたことで、障害者の作業時間が
長くなり工賃アップ（月平均工賃約5,000
円増）
〇地域での活動が増加するとともに、林業・水
産業との連携が広がる

株式会社奥能登元気プロジェクト

事業所内調理加工場での作業

奥能登
WORKSスタジオ
（障害福祉サービス事業所）

農家への作業者派遣（田植え）

木くずチップで製造された商品（左：除菌スプレー 右：入浴材）【レトルトカレー】
(左：輪島ふぐ 中央：能登町ブルーベリー 右：能登しいたけ)

㈱奥能登元気
プロジェクト

販売イベントの様子

（県支援機構、JA等のサポート）

加工作業等の依頼

農作業・商品開発の依頼
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【取組のプロセス】

（株）奥能登元気プロジェクト 設立
〇代表は、金沢市及び白山市において、建築業と福祉事業を営み、以前から福祉施設
利用者による、建築現場から出る端材や規格外の野菜を利用した商品の開発・製造・
販売に取り組んでいるが、奥能登地域の農家から相談を受けたことがきっかけで、輪
島市で法人を設立。

（写真）

平成29年

平成30年

令和元年

令和２年

今後の
展望

きっかけ ○奥能登地域の農家から規格外のブルーベリーの活用について相談を受
けたことから、奥能登地域で農福連携の活動に取り組みたいと考えた
け

農・林・漁福連携による商品開発・製造・販売

〇就労継続支援B型事業を開始。

〇規格外農産物を使ったレトルト食品の開発と商品の包装を施設で行うことで、農家の所得
と障害者の工賃を確保。（小ロットから受注することで農家の挑戦を後押し）

〇これまでに「能登町ブルーベリーカレー」「能登しいたけカレー」「輪島ふぐカレー」な
どのレトルト食品のほか、能登の木材「あての木」を使用した入浴チップなども商品化。

〇また、令和５年夏にカフェ「ココハサトマチ」をオープン。被災したものの速やかに営業
再開にこぎつけ、食事や商品を提供中。

農林漁福連携で奥能登地域の活性化を
〇過疎化が進み、１次産業の後継者も減っているふるさとの奥能登地域の里山里海を元気に
したい。
〇障害福祉サービス事業所と１次産業が連携することで１次産業の人手不足や後継者不在の
問題を解消するとともに、将来的に就職を希望する施設利用者と一般企業とのマッチング
を行い、地域の活性化につなげる。
〇震災で甚大な被害を受けたものの、取り組みを継続して明るい情報を発信し続けることで、
地域に希望を届けたい。

（写真）

（写真）

（写真）

レトルト加工品の
商品開発に着手

商品を道の駅や観
光地で販売

農福連携の取組が
ニュース番組に取
り上げられる

事業所に、レトル
ト機や真空調理機
等を設置

○障害者が就職するために必要なスキルを身につける就労移行支援事業所として「奥
能登WORKSスタジオ」を開所。

障害福祉サービス事業所「奥能登WORKSスタジオ」を開所

加工品の袋詰め作業

ブルーベリーカレー

ココハサトマチ

除菌･除ウイルススプレー


